
※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

到達目標
E

【教科書】

特になし

【参考資料】

特になし

【成績の評価方法・評価基準】

評価基準はルーブリック評価に基づき、準備・参加状況・報告を総合的に判定。

到達目標
C

業界人としての思いやり
があり、社会と関わる喜
びを得る

社会人としての思いやり
がある

到達目標Cについてさらな
る努力が必要

到達目標
D

音楽業界や地域のイベントにおけるボランティア活動を通して、音楽に関わる現場の理解を深め、実践力・社会性・チームワー
クを養う。事前学習・実地活動・振り返りを通して、音楽人としての社会的責任やキャリア意識を高める

【到達目標】

A.音楽イベントや地域活動に関わる実務を体験し、業界理解を深める
B.現場で求められる基本的なマナー・責任感・コミュニケーション能力を養う
C.経験を通して自らの課題を振り返り今後に活かす。

【授業の注意点】

音楽業界・地域社会と学生のコミュニケーションを重視しキャリア形成、ボランティアの観点から、私語や態度などには厳しく
対応する。理由のない遅刻や欠席は認めない。ただ参加するだけでなく、社会貢献を前提としたマナーで自覚を持って参加する
ことを求める。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル3 レベル2 レベル１

要努力ふつう

担当教員 藤田美保 教員の実務経験 有 実務経験の職種
ミュージシャン・
音楽教師

【科目の目的】

音楽イベントや地域活動に関り音楽業界への理解を深め、現場での基本的なマナーや・責任感・コミュケーション能力を養いな
がら、自己課題や将来について考える。

【科目の概要】

科目名 ボランティア１ 年度 2026

Volunteer 1 学期 通年

単位数 1 種別※ 実習

英語科目名

学科・学年 ミュージックアーティスト科 1年次 必／選 選 時間数 30

社会貢献について考える
ことができる

到達目標Aについてさらな
る努力が必要

様々な人々とのコミュニ
ケーションができる

到達目標Bについてさらな
る努力が必要

優れている

到達目標
A

音楽業界を意識した経験
を、積極的に取り組む。

様々な人々とのコミュニ
ケーションを通じて人間
力を高める

到達目標
B



回
数

評
価
方
法

自
己
評
価

1 内容 目的を知る

2 連携意義 音楽と社会の関係を考える

3 スケジュール計画 学びの意味を把握し主体性をもって取り組む

1 テーマを共有 テーマについてグループワーク

2 テーマと音楽の関係 テーマについて意見交換

3 まとめ テーマに理解についてのまとめ

1 個人学習 個人の意見をまとめる

2 グループワーク グループで意見交換

3 グループワークまとめ グループの意見をまとめる

1 ボランティアを知る ボランティアを知る

2 実習体験 実習体験

3 まとめ 実習体験をまとめる

1 内容 目的を知る

2 連携意義 音楽と社会の関係を考える

3 スケジュール計画 学びの意味を把握し主体性をもって取り組む

1 テーマを共有 テーマについてグループワーク

2 テーマと音楽の関係 テーマについて意見交換

3 まとめ テーマに理解についてのまとめ

1 個人学習 個人の意見をまとめる

2 グループワーク グループで意見交換

3 グループワークまとめ グループの意見をまとめる

1 ボランティアを知る ボランティアを知る

2 実習体験 実習体験

3 まとめ 実習体験をまとめる

1 内容 目的を知る

2 連携意義 音楽と社会の関係を考える

3 スケジュール計画 学びの意味を把握し主体性をもって取り組む

1 テーマを共有 テーマについてグループワーク

2 テーマと音楽の関係 テーマについて意見交換

3 まとめ テーマに理解についてのまとめ

1 個人学習 個人の意見をまとめる

2 グループワーク グループで意見交換

3 グループワークまとめ グループの意見をまとめる

1 ボランティアを知る ボランティアの目的確認

2 実習体験 実習体験

3 まとめ 実習体験をまとめる

1 個人学習 個人の意見をまとめる

2 グループワーク グループで意見交換

3 グループワークまとめ グループの意見をまとめる

1 個人学習 個人の意見をまとめる

2 グループワーク グループで意見交換

3 グループワークまとめ グループの意見をまとめる

1 自己振り返り 個人的な振り返りと今後の目標を明らかにする

2 全体振り返り 全体的な振り返りと今後の目標を明らかにする

3 まとめ 実習体験をまとめる

実習③
テーマについての事前学
習

9
ボランティアについ
て

オリエンテーション

10 実習③ テーマを理解

11

テーマについての事前学
習

4

実習② 実習と振り返り

6 実習② テーマを理解

7 実習②
テーマについての事前学
習

8

実習③
テーマについての事前学
習

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

12 実習③
実習と振り返り（中間確
認）

13 実習③
テーマについての事前学
習

14

15 振り返り 振り返り

3

3

3

3

科目名 ボランティア１ 年度 2026

英語表記 Volunteer 1

5
ボランティアについ
て

オリエンテーション

学期 通年

3

3

実習① 実習と振り返り

2 実習① テーマを理解

3 実習①

3

3

3

3

3

3

3

3

3

授業テーマ 各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

1
ボランティアについ
て

オリエンテーション


	ボランティア１

